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○司会 それでは、本日のヒアリングを始めさせていただきます。 

 最初は、ユニジャパンの皆様でいらっしゃいます。 

（公益財団法人ユニジャパン 入室） 

○司会 ありがとうございます。係員がご案内させていただきます。お席にお進みいただ

きますようお願いいたします。 

 それでは、早速ではございますが、これよりヒアリングと意見交換を始めさせていただ

きます。 

 冒頭、知事から一言お願いいたします。 

○小池知事 松岡代表理事はじめとするユニジャパンの皆様方にはご足労をおかけいたし

ます。 

 東京国際映画祭はじめとして、日本の映像産業、大変好評で、世界でもいろんな作品が

受賞したり、また、日本の様々な文化、それを海外へと発信をしていただいてるというこ

とに感謝したいと思います。 

 昨今のそういった作成の現場であるとか発信の仕方などなど、様々ご意見もおありだと

思いますので、お聞かせいただき、またご要望もいただければと思います。よろしくお願

いいたします。 

○公益財団法人ユニジャパン（松岡代表理事・理事長） 本日は、本当にお忙しい中、お

時間いただきましてありがとうございます。ユニジャパンの松岡と申します。 

 まず、日本の映画業界の現状についてお話をさせていただければと思います。 

 2024年の上半期、映画業界全体の興行収入は前年同期比89％、約1,058億円、４月公開

の「名探偵コナン 100万ドルの五稜星（みちしるべ）」、そして２月公開の「劇場版ハ

イキュー！！ゴミ捨て場の決戦」、この２作品が興行収入100億円を超えました。上位５

作品中４作品がアニメーション映画、昨年に引き続きアニメーション映画が映画業界を牽

引する形となりました。 

 邦画の実写作品では、夏興行の映画「キングダム 大将軍の帰還」が４作目にしてシリ

ーズ最高の80億円に迫る大ヒットを記録、「変な家」が若者を中心に動員を集め、興収

50.5億の大ヒットとなりました。また、「九十歳。何がめでたい」、「帰ってきた あぶ

ない刑事」といった中高年層向けの実写邦画が10億円を超えるスマッシュヒットを記録し

ました。 

 一方、洋画作品については、23年12月公開のウォルト・ディズニー100周年記念作品

「ウィッシュ」が36億円、同じく12月公開の「ウォンカとチョコレート工場のはじまり」

が23.7億円、これらを含む５作品が興行収入10億円超えとなりました。また、日本公開を

めぐって社会的な話題にもなった、原爆の父を描くクリストファー・ノーラン監督のハリ

ウッド大作「オッペンハイマー」は18.5億となり、社会問題に関心のある観客層を主体と

した興行結果になりました。 

 邦洋問わず、実写映画の傾向としては、優勝劣敗の傾向がさらに強まり、ミニシアター
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系の小規模作品は依然として相当に厳しい状況です。したがって、映画業界発展のために

は多様性に富んだ様々な作品を提供する場所が極めて重要であると考えております。 

 また、昨年度の第36回東京国際映画祭オープニング上映作品「ＰＥＲＦＥＣＴ ＤＡＹ

Ｓ」が第96回米アカデミー賞の国際長編映画賞の候補作となったほか、クロージング上映

作品「ゴジラ-1.0」が日本映画初の最優秀視覚効果賞を受賞しました。また、第76回エミ

ー賞では、真田広之さんほか日本人俳優が多数出演した「ＳＨＯＧＵＮ 将軍」が史上最

多の18部門を受賞するなど、邦画作品や日本人クリエイターが海外で目覚ましい活躍をし

た１年でした。 

 日本での撮影に目を向けると、多様なロケ地やアクセスのよさ、優れたサポートなどに

より、東京はロケ地としての魅力にあふれています。日韓のクリエイターがコラボする配

信シリーズ「ガス人間」は、現在、東京都内を中心に撮影を行っており、今後、世界190

か国以上で配信予定です。この作品は世界の人たちに東京のすばらしい町並みを知ってい

ただける貴重な機会になると思います。こうした東京へのインバウンドに貢献できるのも

ひとえに東京都の多大なるご尽力のおかげです。改めて御礼申し上げます。 

○公益財団法人ユニジャパン（安藤東京国際映画祭チェアマン） それでは、私からも一

言。私、東京国際映画祭のチェアマンをやっておりますけれども、映画祭に対しまして東

京都から長年にわたり多大なご支援をいただいてることにまず御礼申し上げたいと思いま

す。 

 今年の映画祭でございますが、11月６日まで10日間開催されまして、簡単にそのご報告

を申し上げたいと思います。 

 作品の上映と関連のイベント、これ合わせまして観客の方々の動員数というのは昨年に

比べまして大体26％増ということで、盛況に終わりました。特に映画祭の華ともいうべき

レッドカーペット、これは大変盛況でございまして、観客の皆様、レッドカーペットに参

加された方々は全体で２倍以上ということになりまして、メディアでも、テレビをはじ

め、大々的に報道していただきました。 

 よかったなと思っておりますのは、今年のコンペ、これで日本映画の「敵」という作品

が実に映画祭としては19年ぶりにグランプリを獲得したということでございまして、先ほ

ど知事からのお話にもありましたように、日本映画を海外に大いに宣伝していこうとい

う、そういう機運に合致することができたというふうに思っております。このグランプリ

につきましては、松本副知事においでをいただいて、麒麟像を授与していただきまして、

ありがとうございました。 

 また、海外からのゲストも去年に比べまして20％ほど増えました。したがいまして、日

本の映画人との交流を通じて、先ほど来お話になってますインバウンドの振興という観点

からも海外に対するいいＰＲになったんではないかなというふうに思います。 

 今年の映画祭で大きく打ち出した企画が２つございまして、一つは女性の活躍支援、も

う一つが映画人材の育成ということでございます。前者の女性の活躍支援につきまして
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は、今年度、新たに東京都から予算をいただきまして、この予算を使いましてウィメン

ズ・エンパワーメントという新しい部門を創設いたしまして、ここで映画の上映であると

かシンポジウムをさせていただいて、世の中、世間からも大変好評を博したわけでござい

まして、本当にありがとうございました。 

 もう一つの映画人材の育成ということにつきましては、さらに我々はこれを深掘りして

いきたいと思っておりまして、今年、東京都からぜひ予算の増額をお願いしたいと思って

おりまして、具体的な内容としては、アジアで映画を勉強しておられる学生さんを日本に

招いて、短編を作っていただいて、その短編の中からコンペで優秀作を選ぶと。そして、

その方々を日本に連れてきて、いろいろシンポジウムをしたり、日本の映画人と交流した

りするという、こういう企画を考えておりますので、ぜひ予算についてご検討いただけれ

ばありがたいと思っております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○司会 どうもありがとうございました。 

 それでは、知事からコメントをお願いいたします。 

○小池知事 昨日もこの都庁の壁面を使いまして、ゴジラを映しておりまして、拝見、改

めていたしておりました。また続編を楽しみにいたしております。 

 ちなみに、今年２月からプロジェクションマッピングを始めまして、大体10か月でこの

都庁前の広場はほとんど夜は誰もいなかったところを50万人、累積でお越しいただいてる

というのが、ゼロから作って、ここがシアターになってるということで、やはりどういう

コンテンツが人気なのか。やはりゴジラもとても人気でございますし、これからいろいろ

な日本の文化にも関連した作品を映し出していって、夜の東京をちょっともっとにぎわい

を持たせていきたいというふうに思っております。そんな意味で、映画はとても文化的な

魅力を発信する最大の、最高の、最強のツールかと思っております。 

 東京国際映画祭で国内外に幅広くこの日本の文化も発信をいたしまして、そして映画産

業を振興させ、また、旅行者の誘致にもつなげていくということは重要かと、このように

考えております。次の世代の映画産業を担う新しい才能の発掘、これも重要ですし、育成

する取組を着実に進めていくなどなど、東京国際映画祭のプレゼンス向上のための支援に

取り組んでまいりたいと、このように考えております。頑張ってください。 

○司会 お話しいただいたご要望につきまして、知事からお答えをさせていただきまし

た。 

 よろしゅうございますでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、これをもちましてヒアリングを終了とさせていただきます。本日は誠にあり

がとうございました。 

○公益財団法人ユニジャパン ありがとうございました。 

（公益財団法人ユニジャパン 退室） 

○司会 続きまして、東京都漁業協同組合連合会の皆様でいらっしゃいます。 
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（東京都漁業協同組合連合会 入室） 

○司会 ありがとうございます。係員がご案内させていただきます。お席にお進みいただ

きますようお願いいたします。 

 それでは、早速ではございますが、これよりヒアリングと意見交換を始めさせていただ

きます。 

 冒頭、知事から一言お願いいたします。 

○小池知事 東京都漁業協同組合連合会の皆様方、お待ちいたしておりました。というの

も、現場のお話聞かせていただきたいと。黒潮が大蛇行して、随分、獲れる魚が変わって

きたというふうに聞いておりますので、それこそ生の声を聞かせていただければというふ

うに思っております。 

 漁業の振興、そして、また、食は東京都民の胃袋だけでなくて、楽しみでもございます

ので、これからも漁業を振興していくこと、願っております。 

 また、洋上風力発電を導入する検討を行っております。皆様方に多大なるご協力いただ

いております。この点について御礼申し上げたいと思います。 

 それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

○東京都漁業協同組合連合会（関代表理事会長） 令和７年度東京都予算に対する要望に

ついて。東京都漁業協同組合連合会の会長の関でございます。 

 平素より東京の漁業振興に関し格別のご理解、ご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 また、燃油や出荷資材の価格高騰に対してもご支援をいただき、重ねて感謝申し上げま

す。 

 さて、近年、気候変動がもたらす海洋環境の変化などにより水産資源の減少が進み、ま

た、原油の価格高騰により燃油や出荷資材の価格は上昇傾向にありますが、加えて、漁業

者の減少や高齢化も急速に進んでおり、様々な課題が山積しています。本会といたしまし

ても、持続可能な漁業を実現するため、漁業者、漁業協同組合と一体となり、資源管理の

推進や漁業の担い手の確保・育成、漁家・漁協経営の安定等に努めておりますが、脆弱な

経営体質などからその取組には限界があります。つきましては、令和７年度東京都予算に

おいて、下記の主要６項目についてご支援をお願いいたします。本日はその中でも最も重

要な２項目についてご説明申し上げます。 

 まず第１に、水産資源の持続可能な利用について。キンメダイなどの主要な水産資源に

ついて、資源管理の基礎となる評価の精度向上を図るため、島しょ農林水産総合センター

の調査研究体制の強化や漁船を活用した操業情報収集システムの充実などをお願いしま

す。また、伊豆諸島海域では、一部地域を除き、テングサなどの海藻がほとんど取れなく

なり、イセエビやトコブシなどの貝類も非常に厳しい状況となっています。このため、こ

うした磯根資源の生息の場であり、二酸化炭素を吸収する大切な役割を果たす藻場につい

て、新たな藻場造成等の検討を実施するなど、藻場を早期に再生する技術開発を推進して

いただくようお願いします。さらに、漁業と遊漁の共存に向けて、遊漁の実態把握を行
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い、キンメダイなどの資源管理を強化していただくようお願いします。 

 漁業者の急速な減少と高齢化への対応は喫緊の課題ですが、現状では募集をかけてもな

かなか人が集まりません。このため、東京フィッシャーズナビを核として、漁業系統団体

などと連携し、漁業の担い手の確保・育成に係る各種の取組の一層の推進をお願いしま

す。特に若年層に対して、漁業への興味や関心を抱かせる新たな取組の実施をお願いしま

す。 

 また、担い手の確保・育成の主体である漁業協同組合について、人手不足の状況下にあ

っても効率的に業務を遂行できるよう、事務の改善、職員のスキルアップ、荷さばき作業

の効率化推進など漁協経営の支援の強化をお願いします。 

 最後に、海洋環境の変化や厳しさを増す漁業経営など難題に対応していかなければなり

ませんので、ぜひよろしくお願いをいたします。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いします。 

○司会 どうもありがとうございました。 

 それでは、まず、知事からコメントをお願いいたします。 

○小池知事 トコブシが獲れない、それからイセエビがどんどん北上しているとか、いろ

いろな話は聞くところでございますが、直接、現状を伺わせていただきました。東京の水

産業を振興するという上で資源管理を適切に行う、また、気候変動にも対応するというこ

とは重要なポイントだということでございます。 

 都は、漁業者の皆さんが安心して資源管理の取組を進められますように、資源の状況、

そしてまた、遊漁の実態などの把握に努めてまいります。また、水温の高い海水に対応し

た藻場の造成手法などの検討など進めてまいります。 

 今、大きな２点ということでお話ございました。その他のご要望について、担当の局の

ほうからお答えさせていただきます。 

○司会 田中産業労働局長からもお願いいたします。 

○産業労働局長 いつもお世話になってございます。私のほうから漁業の担い手の確保・

育成についてでございます。 

 東京都では、東京フィッシャーズナビを運営いたしまして、漁業者の確保・育成を支援

しているところでございますが、漁業者の減少ですとかやはり高齢化が進んでいるという

ことでございますので、若年層に対する情報発信の取組を強化してまいります。また、漁

業者を支える漁協職員の担い手が不足しているということでもございますので、人材の確

保・育成に対する支援ですとか、あと、ＤＸによる業務の効率化の後押しを行ってまいり

ます。 

 私からは以上です。 

○司会 会長から特にお話をいただいた２点につきまして、東京都としてお答えをさせて

いただきました。 

 それ以外にもご要望を頂戴しております。全体として今後進めます来年度の予算編成の
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中で具体的に検討してまいりたいというふうに考えております。以上でございます。 

 よろしゅうございますか。ありがとうございます。どうもありがとうございました。 

 それでは、これをもちましてヒアリングを終了とさせていただきます。本日は誠にあり

がとうございました。 

（東京都漁業協同組合連合会 退室） 

○司会 続きまして、東京都木材団体連合会の皆様でいらっしゃいます。 

（一般社団法人東京都木材団体連合会 入室） 

○司会 ありがとうございます。係員がご案内させていただきます。お席までお進みいた

だきますようお願いいたします。 

 それでは、早速ではございますが、これよりヒアリングと意見交換を始めさせていただ

きます。 

 冒頭、知事から一言お願いいたします。 

○小池知事 皆様、こんにちは。東京都木材団体連合会の庄司会長をはじめとする皆様方

に今日は都庁にお越しいただきました。国産木材の利用の拡大、そして各種の講習会を通

じて林業に従事される方々を人材の育成など、林業の振興にご尽力いただいております。 

 今日は現場の実態に精通する皆様方から直接ご意見、ご要望をお聞きしたく、どうぞよ

ろしくお願いを申し上げます。 

○司会 それでは、都政へのご要望をぜひともお聞かせいただきますようお願いいたしま

す。 

○一般社団法人東京都木材団体連合会（庄司会長） 令和７年度東京都予算編成に対する

要望について。一般社団法人東京都木材団体連合会会長、庄司良雄。 

 平素より木材の利用拡大につきまして、格段のご指導、ご鞭撻を賜り、厚く御礼申し上

げます。 

 私ども一般社団法人東京都木材団体連合会は、13会団により木材の流通を担当してお

り、傘下の組合員数は約900社で構成されており、江戸開府以来、木材の集積・供給を担

ってまいりました。 

 木材の利用は、人々の暮らし、山村地域の振興のみならず、他の資材と比べて製造時の

エネルギー消費が少ないなど、地球環境の保全に大きく貢献するものであり、2050年カー

ボンニュートラルに向けた我が国の施策にも合致するものです。森林を保全し、林業を通

じて森林を守り育てるためにも、また、ＳＤＧｓの観点からも、木材利用拡大に取り組む

ことが重要と考えております。 

 このようなことから、広範な都民の理解と支援を得つつ、住宅、公共施設などの建築、

外構はもとより、内装に至るまで木材利用が一層促進されるような次の事項を要望いたし

ます。 

 １、国産木材の需要拡大。我々木材業界は、国内木材需要の減退に長年直面している

中、需要拡大に向けたイベントとして「木と暮しのふれあい展」を東京都と私たち都木連
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で共催し、大消費地である都心部で木のよさを発信しております。「木と暮しのふれあい

展」は昭和56年から始まった歴史あるイベントで、41回目となる令和６年度は10月５日、

６日の２日間、都立木場公園で開催いたしました。今回も多くのお客様でにぎわう充実し

たイベントとなりました。 

 今年度、このイベントへの補助金の増額をしていただき、心より感謝申し上げます。物

価高の影響を受け、開催経費が大幅に増加している中、今回の補助金増額は大変ありがた

く、有効に活用させていただきました。今後も毎年開催を予定しておりますので、引き続

きご協力をお願い申し上げます。 

 ２、内装への木材利用への支援。まずは、本年７月17日に、全国知事会、国産木材活用

プロジェクトチーム会議での講演の機会をいただき、ありがとうございました。 

 木材を見たり、触れたりすることで、人が生理的にリラックスする効果があるというこ

とが解明されつつあり、このことについて千葉大学と共同で研究をしています。このよう

な効果を含めて、木の持つすばらしさを「木力」と名づけ、木材利用を掘り返すべく、私

たちは日々、発信しております。 

 今回の講演では、「木力」を全国の知事の皆様たちに直接訴える機会となりました。そ

して、我々の思いはしっかり届けたと自負しております。「木力」が広まることで全国の

木材需要が拡大するきっかけになれば、この上ない喜びであります。 

 このような木の持つ特性が木造住宅の新築につながればいいのですが、特に都市部では

住宅が充足していることや防火の観点からも新たな需要は大きく期待できません。そこ

で、我々は「木力」によって室内環境の改善が期待できることから、国産木材、例えばス

ギやヒノキなどを壁面や床に使用することを従来から提案してきています。 

 東京都では、昨年度から「東京の木 多摩産材 木材利用ポイント事業」の対象にリフ

ォームを追加していただいたとこであります。引き続き、マンションや住宅のリフォーム

に国産木材をより多く活用していただけるような支援をお願いいたします。 

 また、東京都で今後実施する施設の建て替えや改修の際には、引き続き木材の利用を優

先してご検討いただくことをお願いいたします。各地にある公共施設や都立の学校、駅構

内、その他様々なところでの積極的な木材活用を期待しております。私たちは積極的に協

力させていただきます。以上でございます。 

○司会 どうもありがとうございました。 

 それでは、まず、知事からコメントをお願いいたします。 

○小池知事 東京は、言うまでもなく大消費地でございます。そこで各地の木材を東京が

活用するということはひいては我が国の森林の適切な管理への貢献となると、このように

考えております。そして、治山治水っていうの、もう全ての基本でございますし、東京都

がその音頭取りをしていくということは極めて大きな話だと、このように思います。 

 まず、都としてできること、都有施設の整備など行う際に積極的に国産木材を活用、利

用していく、そして集客力のある商業ビルなどにおける利用の促進をしてまいります。ち
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ょうど東京海上さんってそのまま言ってますけど、お堀端の一番、一等地に今、本社ビル

を木造で建てようとされておられて、とても楽しみにしておりますし、また、いろんな木

材の木力ですね、これを活用するっていうのはいろんなプラス面もあると言われておりま

す。そういったことから、皆さん自身も、また、山も元気になることを期待をしておりま

す。 

 その他のご要望について、担当の局のほうからお伝えをしたいと思います。 

○司会 田中産業労働局長、お願いいたします。 

○産業労働局長 いつもお世話になってございます。私からは国産木材の需要拡大という

ことで、「木と暮しのふれあい展」についてお話しさせていただければと思います。 

 都では、森林の役割ですとか、あと、木材利用に関する都民の理解を深めるため、情報

発信拠点の整備などにより、木材を活用した製品の魅力などを紹介してございます。ま

た、「木と暮しのふれあい展」など木のよさを発信するイベントなどを通じまして、都民

への普及啓発を引き続き実施してまいりたいと考えてございます。以上でございます。 

○司会 会長からお話しいただきましたご要望につきまして、東京都としてお答えをさせ

ていただきました。 

 よろしゅうございますでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、これをもちましてヒアリングを終了とさせていただきます。本日は誠にあり

がとうございました。 

（一般社団法人東京都木材団体連合会 退室） 

○司会 続きまして、東京都森林組合の皆様でいらっしゃいます。 

（東京都森林組合 入室） 

○司会 ありがとうございます。係員がご案内させていただきます。お席にお進みいただ

きますようお願いいたします。 

 それでは、早速ではございますが、これよりヒアリングと意見交換を始めさせていただ

きます。 

 冒頭、知事から一言お願いいたします。 

○小池知事 皆様、こんにちは。今日は東京都森林組合の皆様方、組合長をはじめとする

皆様方にお越しいただきました。日頃より都政へのご協力賜っております。ありがとうご

ざいます。 

 皆様方には、林業の振興と、そして持続可能な森林づくりに向けまして森林の整備、そ

して木育活動を通じた地域貢献など、大変ご協力いただいておりますこと、感謝申し上げ

たいと思います。 

 また、伐りどきとも言われて数年たつんですけれども、現場の実態など直接伺えればと

思います。ご意見、ご要望伺わせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○司会 それでは、都政へのご要望、ぜひともお聞かせいただきますようお願いいたしま

す。 
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○東京都森林組合（木村東京都森林組合代表理事組合長） 東京都森林組合の組合長を仰

せつかっております木村でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 東京の森林・林業並びに各林業関係諸団体に対するご支援とご協力に対しまして、改め

て御礼申し上げるとこでございます。 

 また、例年、予算要望の機会を与えてくれておりますことに対しまして、大変ありがた

く思っておるとこでございます。 

 特に時間の関係もございますので、林業関係諸団体を代表いたしまして、要望の概略の

説明をさせていただきます。 

 それでは、早速、本題のほうに移らせていただきますが、今、我が国の森林・林業を取

り巻く環境につきましては、ご案内のとおり、長引く木材価格の低迷によりまして、森林

循環の停滞もございます。多くの森林での二酸化炭素の吸収の低下によりまして、地球温

暖化に影響を及ぼしているのが実情でございます。こうした情勢下、森林循環に資する花

粉発生源対策や森林再生事業等の東京都独自の事業展開によりまして、植林から伐採まで

の一連の森林整備は当組合をはじめといたします林業事業体が進めることによりまして、

その機能が発揮されております。コロナ禍の最中ではウッドショックを経験いたしまし

て、大きな反動と戸惑いを受けております。このような環境下、本年度より森林環境税と

いたしまして、国民から徴税義務が発生し、国民の森林に対する見方も変化してくるので

ないかというふうに考えておるところでございます。 

 本日ご提出いたしました令和７年度の東京都の予算編成に伴います要望書でございます

が、森林整備関連と林業・木材産業振興関連等に関しまして12項目にわたっております

が、その中の森林整備関連で７のツキノワグマ対策及び林業・木材産業振興関連１の原木

市場の機能強化対策への推進及び２の「とうきょうの木」の利用拡大の強化の３点に絞っ

て、その概要をご説明させていただきたいと思います。 

 それでは、要望書の７ページをお開きいただきたいと思いますが、森林整備関連の７の

ツキノワグマ対策でございます。全国的にクマの出没情報が多発しておりまして、北海道

や東北地方を中心にクマによる人的被害も発生しております。実は東京でもクマの目撃情

報が相次いで寄せられておりますが、現在のところ、東京都にあっては幸いにも人的被害

の報告は寄せられておりません。 

 ツキノワグマの東京都におけます生息地域でございますが、東京都の西に位置する多摩

地域、いわゆる八王子市、青梅市、あきる野市、日の出町、檜原村、奥多摩町の森林でご

ざいまして、推定生息数は160頭前後というふうに言われております。こうした中、地球

温暖化の影響によりまして、クマの冬眠が減少傾向もございます。また、通年にわたって

のクマとの遭遇リスクが高まっております。幸いにも、人的被害はありませんが、常にク

マとの遭遇被害が発生するおそれがございますので、抜本的な対策を早急に講ずるよう要

望するものでございます。 

 10月６日頃だったかと思いますけども、奥多摩町の小河内地区内のマス釣り場の事務所
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内にクマの出没情報が寄せられておりますが、幸いにも人的被害はございませんでした。 

 次に、９ページをお開きいただきたいと思いますが、林業・木材産業振興関連１の原木

市場の機能強化対策への推進になります。多摩の森林から伐採・搬出されております原木

丸太は、年間約２万4,000立方メートルでございます。その約７割に当たります１万7,000

立方メートルを東京都で唯一の原木市場でございます多摩木材センター協同組合を通じま

して、地元や近隣の製材業者に販売されております。令和３年６月に改定いたしました東

京都の森づくり推進プランでは、令和12年度までに原木丸太の供給量を３万6,000立方メ

ートルに目標を定めまして、山林の保全と林業の活性化を図るための各種の事業を推進し

ていくとされております。 

 しかしながら、現在の取扱規模や施設では、原木丸太の供給量を増加することは非常に

困難な状況下にございます。こうした状況を踏まえまして、昨年度から運営の効率化と取

扱量の増大を目的に運営効率化検討委員会を設置、検討を重ねてまいりました。 

 検討の結果、１つといたしまして選木機を導入し、当該センターの効率化を図ること、

２つ目として当該センターの取扱量の増加を図るには市場の敷地面積を拡張すること、以

上の２点の対策を講じることによって目標達成が可能との結論に達した次第でございま

す。しかしながら、選木機の導入と敷地の拡張には多額の予算が必要となってまいります

ので、原木市場の単独での実現は困難でございますから、東京都の特段のご支援を要望す

るものでございます。 

 続きまして、同じく９ページ、２の「とうきょうの木」の利用拡大の強化になります。

東京都の森林の人工林の多くは昭和30年代に植林されましたスギ、ヒノキであり、林齢も

60年が経過し、収穫期を迎えております。こうした中、東京都や区市町村におきまして、

森林の循環を促進し、「とうきょうの木」の利用を進めるとともに、情報提供機能の強化

を図っております。「とうきょうの木」の利用拡大が図られることは林業振興や地域経済

の活性化に不可欠でございまして、また、地元で育てられた木材は、地域の気候に適応

し、調湿作用等の働きを有することから、住環境にも非常に適しております。 

 しかしながら、「とうきょうの木」の知名度の低さや、利用されることで森林の循環が

促進され、二酸化炭素の吸収や酸素の供給等公益的機能の強化が図られることなどへの理

解が浸透していないのが実情でございます。このような背景から、多摩産材認証協議会を

中心となりまして、東京都のご支援もございまして、2022年度にエンドユーザー向けに

「とうきょうの木」のネーミングとロゴマークを作成いたしましたが、まだまだ普及過程

でございます。 

 つきましては、木材利用の効果や利用することの意義を都民や関係企業にこれまで以上

に普及、ＰＲし、住宅等への利用を促すなど、「とうきょうの木」としての付加価値を高

め、川上、川中、川下、連携した取組に向けての強化に加え、木材利用ポイントの導入等

の新たな取組も開始されてることを鑑みまして、大消費地でございます都心部での「とう

きょうの木」の普及、ＰＲの強化に向けまして、従前以上の取組を要望するものでござい
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ます。 

 以上、大変雑駁ではございますが、予算要望の説明とさせていただきます。本日は大変

貴重なお時間、ありがとうございました。 

○司会 どうもありがとうございました。 

 それでは、まず、知事からコメントをお願いいたします。 

○小池知事 何点かのご要望でございました。 

 多摩産材の供給量の増加を図るということから、都内で唯一となっております原木市場

についての機能強化のお話ございましたが、これは重要な取組だと考えております。現

在、多摩木材センター協同組合の皆様と必要な規模、そして効率化についての検討を進め

ているところでございますので、引き続き多摩産材の安定供給と東京の林業の活性化を図

っていく考えでございます。 

 その他のご要望については担当局のほうからお答えいたします。 

○司会 それでは、須藤環境局長、お願いいたします。 

○環境局長 それでは、ツキノワグマ対策につきまして、環境局のほうからお答えさせて

いただきます。 

 ツキノワグマ対策につきましては、これまで奥多摩町で実施してまいりました電気柵の

設置や緩衝帯の整備などの防除対策の実施地域を令和６年度からは６市町村に拡大してお

ります。また、関係市町村、地元警察との情報連絡会議を開催して、クマ出没時の役割分

担を確認するなど、具体的な連携、協力体制を構築しており、今後もより一層強固なもの

にしてまいります。このほか、本年２月に公表いたしましたクマ出没情報を確認できるウ

ェブサイト、「ＴＯＫＹＯくまっぷ」につきましては、利用者の声などを踏まえた改善を

行っております。今後もさらに情報発信を強化してまいります。 

○司会 続きまして、田中産業労働局長、お願いいたします。 

○産業労働局長 では、私、産業労働局のほうから「とうきょうの木」の利用拡大の強化

についてお話しさせていただきます。 

 都は、「とうきょうの木」というネーミングとロゴマーク使いまして、多摩産材の利用

拡大に向けて、都有施設ですとか、あと、集客力のある商業ビルなどでの活用を進めてご

ざいます。さらに、区部に設置した多摩産材を紹介する拠点におきましては、工務店です

とか、あと、消費者などにきめ細かい情報提供を行ってございます。加えまして、引き続

き、「とうきょうの木」ブランドの認知向上に向けたＰＲを強化してまいります。以上で

す。 

○司会 組合長から特にお話をいただきました３点について、東京都としてお答えをさせ

ていただきました。 

 そのほかにもご要望頂戴しておりますので、これも併せて今後進めます来年度の予算編

成の中で具体的に検討を進めてまいりたいというふうに考えてございます。 

 以上でございますが、よろしゅうございますでしょうか。 
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○東京都森林組合 自身はクマの目撃はしてないんですが、一つにはクマ、黒いじゃない

ですか。カモシカと間違えてるケースもなきにしもあらずなんですね。非常にカモシカも

大体同じぐらいの大きさなんで、なかなかカモシカは……。 

○小池知事 カモシカってそんなに大きいですか。 

○東京都森林組合 大きいです。意外と逃げないんです。 

○小池知事 逃げない。 

○東京都森林組合 はい。２つ説がありまして、一つは目が近視だっていうことと、近視

で近くまで行かないと気がつかないっていう説ともう一つはもともと天然記念物でいまし

たので、人が襲わないっていう意識がＤＮＡとして残ってるのか、これ、分からない、ど

っちが本当だかっていう話を聞いたことあります。 

○小池知事 電気柵は、それはそれでちゃんと張ってあるか……。 

○東京都森林組合 電気柵を張ってても、住宅がある近くしか張ってませんので、電気柵

は、山の中まで張ってませんので、なかなか難しいと思いますね。 

○小池知事 それじゃあ、シカもクマも増加傾向・・・・・。 

○東京都森林組合 そうですね。それともう一つ、最近ではサルですね。もう堂々として

国道歩いてますから。特に多いのが檜原から奥多摩へ抜ける周遊道路、すごい群れでいま

すね、たまに行きますと。 

○東京都森林組合 家族以上ですね。10頭か20頭ぐらいのが５グループぐらいいますね。 

○小池知事 ５グループ。 

○東京都森林組合 ええ、道路沿いに。 

○小池知事 襲うことは。 

○東京都森林組合 分かりません、そこは。ですから、極力目と目を合わさないようにし

てくださいっていう話を。 

○小池知事 ご苦労様です、よく分かりました。ありがとうございました。 

○東京都森林組合 ありがとうございます。 

○司会 ありがとうございました。 

 それでは、これをもちましてヒアリングを終了とさせていただきます。本日は誠にあり

がとうございました。 

（東京都森林組合 退室） 

○司会 続きまして、スタートアップエコシステム協会の皆様でいらっしゃいます。 

（一般社団法人スタートアップエコシステム協会 入室） 

○司会 ありがとうございます。係員がご案内させていただきます。お席にお進みいただ

きますようお願いいたします。 

 それでは、早速ではございますが、これよりヒアリングと意見交換を始めさせていただ

きます。 

 冒頭、知事から一言お願いいたします。 
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○小池知事 今日はよろしくお願いいたします。スタートアップエコシステム協会の皆様

方には、ＴＩＢのスタートの時点からも大変ご協力いただいて、非常に活況を呈している

現在を迎えているわけでございます。いろいろプロジェクトの推進に当たりまして、ご協

力、誠にありがとうございます。 

 また、スタートアップ支援に関しての国内外の情報発信、そしてまた、何よりも起業家

を育成する教育機関の支援など、スタートアップの創業、そしてまた、成長支援にもご尽

力いただいております。 

 今日は、今、スタートアップ、とても元気にやっておられると思いますが、現場の声を

直接伺わせていただければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。みんな、白Ｔ

なのね、やはり。 

○一般社団法人スタートアップエコシステム協会（藤本代表理事） 改めまして、本日は

貴重な機会をいただきましてありがとうございます。スタートアップエコシステム協会代

表理事の藤本です。 

 本当に先ほど知事がおっしゃったＴＩＢもそうですし、ＳｕｓＨｉ Ｔｅｃｈですと

か、本当に様々なところで、特にＧｌｏｂａｌ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ ｗｉｔｈ ＳＴ

ＡＲＴＵＰＳが発表されてから２年間、本当に東京都がスタートアップエコシステムの構

築というところを気にされてるなというふうに思っております。本当に改めてありがとう

ございます。 

 今回、我々のほうからは大きく８つの項目に関して要望というか、提案を出させていた

だきました。今日、この中で２つを取り上げて、お話ししたいんですが、趣旨としてはや

はりその次のフェーズをどうつくるか。特に今、折り返し地点だと思うんですけれども、

その先のエコシステムの構築というところで、この観点をより重要にぜひご検討いただき

たいということで上げさせていただきました。 

 １つ目は、１番目のＤ＆Ｉ、ダイバーシティーの部分になります。もちろん今でもいろ

んなこと、取組進んでいるんですが、特にこれから日本のエコシステムがグローバルに大

きく羽ばたいていく、スタートアップが大きく羽ばたいていく中では、Ｄ＆Ｉの実現って

いうところが非常に重要だと思っております。その中でも、まずはやはり女性というとこ

ろで女性起業家を増やす、もしくは女性起業家のコミュニティーをより応援していくとい

うところで、先日、11月の末にもＥｍｐｏｗｅｒＨＥＲのイニシアチブのキックオフに知

事にもご登壇いただきましたが、既に進んでるところはあるんですが、より期待されてる

部分っていうところはすごく大きいというふうに思っていますし、昨今のハラスメントの

問題なんかも取り組んでほしいという期待値もすごくあります。そこが解決してくるとよ

りエコシステムの発展につながってくるというところで、そこの支援をぜひご検討いただ

きたいと思っております。 

 もう一つが、Ｄ＆Ｉのもう一つの要である、やはりグローバルっていうところです。日

本だけではなく、本当に世界というところがＤ＆Ｉにつながってくるという観点で、今年
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のＳｕｓＨｉ Ｔｅｃｈもそうですし、来年も海外投資家の誘致というところも非常に積

極的に予定されてるというふうにお伺いしていますが、誘致を一時的にするだけではな

く、その後により定着していただく、よりスタートアップに投資をする、もしくは一緒に

エコシステムを育む存在になっていただくというところを取組としてぜひご検討いただき

たいと思っております。 

 その上で、２番と５番にそれを書かせていただいたんですけれども、２番目のところ

で、エコシステムプレーヤーの誘致というところも今まで様々やってきているんですが、

そういったいろんな政策担当の関係者、Ｇ－ＮＥＴＳはより首長会議ということでやられ

てるんですが、スタートアップに特化した、そういった政策担当者を誘致する仕組みとい

うところをぜひやって、より日本がグローバルに開けてる、かつグローバルと連携する仕

組みというところをぜひ一緒につくる仕組みの構築をご支援いただきたいなというふうに

思っております。 

 一旦、私のほうからは以上になります。 

○一般社団法人スタートアップエコシステム協会（名倉副代表理事） 続きまして、５番

のほうですね、海外投資家の誘致のほうを少しお話しさせていただければと思うんですけ

ど、やはり成功するスタートアップ、大きく伸びるスタートアップを生み出していこうと

思うと、海外投資家、日本に来なくてはいけません。それをして初めて日本のエコシステ

ム、東京のエコシステムがグローバル化して、起業家の皆様もグローバルな市場を目指し

ていくというエコシステムができてきますので、そういった意味でこの海外投資家の誘

致、なかなか簡単ではないんですけど、こちら、まさに東京都でしかできないことになっ

ておりますので、ぜひグローバル投資家の誘致のほうをしていただいて、日本が本当にグ

ローバルに羽ばたけるスタートアップ生み出していく、そういったエコシステムの構築の

ほうをお願いいたします。 

 弊社からは以上です。 

○司会 どうもありがとうございました。 

 それでは、まず、知事からコメントをお願いいたします。 

○小池知事 まず、誰もが起業ができる、そういう、何ていうんですか、ベンチャー精神

も含めてですけども、そういう環境を整えて、そして多様性、実現するということこそが

東京の成長のエンジンだと考えております。先月にはＴｏｋｙｏ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ 

ＢａｓｅでエコシステムのＤＥＩをテーマとしたセッションプログラムを皆様方と連携し

て実施をさせていただきました。私も活躍する女性に応援のメッセージも送らせていただ

いたところでございます。引き続き、起業家、そして支援者が集うＴＩＢを核にいたしま

して、皆様と議論も重ねて、ハラスメントの解消とか、お兄さんやお父さんには融資する

けど、あなたにはしないって言われた女性の方も何人もおられたりとか、なかなかこの

国、そういったところもハードルであることは事実です。ただ、そういった、もう解消を

するための勉強会とか、それから困り事へのサポートなど、女性の挑戦を応援する場づく
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りを進めていきたいと思っています。 

 その他のご要望もございますので、担当のほうからお答えさせていただきます。 

○司会 それでは、𠮷村スタートアップ・国際金融都市戦略室長、お願いいたします。 

○スタートアップ・国際金融都市戦略室長 𠮷村でございます。いつもお世話になってお

ります。 

 私のほうから、まず、海外投資家の関係いただきましたので、まさにグローバルなスタ

ートアップ生み出すためにはボーン・グローバルの精神が必要だということで、Ｇｌｏｂ

ａｌ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ ｗｉｔｈ ＳＴＡＲＴＵＰＳのこの戦略の中でもそれを強

く打ち出したところでございます。今、まさに国とＪＥＴＲＯなんかと連携しながら、海

外各地での活動実績の豊富な海外のアクセラレーターとかを誘致をしまして、まさに育成

と投資をセットで提供していこうということで、いろんな取組をしております。これをし

っかりやっていきたいと思っておりますし、まさに今年のＳｕｓＨｉ Ｔｅｃｈでもイン

ベスターを呼び込もうということで、パートナーイベントも一緒にやっていただきました

けども、この取組についても、来年、さらに大きくできるようにやっていきたいと思って

おります。お話があったように、誘致をするだけじゃなく定着につなげていくっていうこ

とが大事だということですので、これについて特に意識をして、きちんと投資につながる

ような取組をしたいというふうに思っております。 

 それから、次のフェーズをどうつくっていくかというお話がございました。まさに戦略

をつくって２年たちますので、ここの定点観測、しっかりやった上で、次のステップ、ど

うつくるかっていうのはまた議論していかなきゃいけないと思ってますし、また、そのた

めのダッシュボードみたいなものもまだ課題として残ってますので、こうしたことも含め

てしっかりと進めていきたいと思ってますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○司会 いただいた点について、東京都としてコメントさせていただきました。 

 よろしゅうございますでしょうか。 

○小池知事 10×10×10ということで、結構、これ、世界でも知られていて、これが勢い

になって、さらにそれで東京に引きつけて、花開くということを皆さんと共に進めていき

たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。今日はありがとうございまし

た。 

○司会 ありがとうございました。 

 それでは、これをもちましてヒアリングを終了とさせていただきます。本日は誠にあり

がとうございました。 

（一般社団法人スタートアップエコシステム協会 退室） 

○司会 続きまして、全日本不動産協会東京都本部の皆様でいらっしゃいます。 

（公益社団法人全日本不動産協会東京都本部 入室） 

○司会 ありがとうございます。係員がご案内いたします。お席にお進みいただきますよ
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うお願いいたします。 

 それでは、早速ではございますが、これよりヒアリングと意見交換を始めさせていただ

きます。 

 冒頭、知事から一言お願いいたします。 

○小池知事 中村本部長はじめとする皆様方にお越しいただきました。都政へのご協力、

誠にありがとうございます。皆様方におかれましては、不動産取引の安全と、そして公正

の確保、また、不動産の有効利用の促進など、都民生活を支える取組にご尽力いただいて

おります。 

 そして、今日は、不動産もそうですね、大変価格が上がってる件などなど、また、流通

についても、現場についてお話しいただければと思います。ご意見、ご要望、よろしくお

願いいたします。 

○司会 それでは、都政のご要望、ぜひともお聞かせいただきますようお願いいたしま

す。 

○公益社団法人全日本不動産協会東京都本部（中村本部長） 本日は、お忙しい中、この

ようなお時間いただきまして本当にありがとうございます。日程等も、大変忙しい中、調

整していただきましてありがとうございます。 

 手前どもの要望については、この後、宮内のほうから説明させていただきますけど、不

動産業界、不動産の市況等を少し話させていただきますと、今、知事からお話がありまし

たように、特に新築マンションが非常に高くて、これ、９月末のデータで、23区において

は新築のマンションの平均価格が１億1,000万を超えてると。23区で１億1,000万超えてる

と。その中の山の手エリアについては１億4,000万、これ、去年もそうでしたけれど、非

常に高くて、都民の方が一生懸命働いてもなかなか購入することができない状況が続いて

るわけでございます。 

 そういう中で、それに伴って、諦めた方たちが賃貸に回ってくるわけですから、その賃

料も上がってるのが今の現状でございます。我々不動産業者にとっては、非常に高くなる

っていうことは悪いこととは言いませんけれど、非常に動きが悪いということで、賃貸に

おいても売買においても、我々不動産業者としては、特に中小不動産業者はあまり、苦戦

をしてるのが現状じゃないかと思うわけでございます。 

 そういう中で、他方見ると、ご存じのように、東京は空き家が一番多いわけでございま

して、総務省のデータでも90万戸あるわけでございます。実質空き家がその中でも実賃貸

用の空き家とか売買用の空き家を除いたものでも21万戸ぐらいあるわけでございまして、

これが郊外に多いのかっていうとそうでもなくて、ご存じのように、世田谷、大田区なん

かに、世田谷で５万戸とか、非常に多くあるわけでございまして、しかしながら、全国の

空き家と東京の空き家は内容が違うわけでございまして、権利関係等が複雑で、なかなか

相続等がうまくいってない、そういう案件が非常に多いんじゃないかと思いまして、そう

いうようなところも東京都本部としては住宅政策本部と協力して、空き家対策に一生懸命
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取り組んでいくつもりでございます。 

 それから、また、住宅政策としてはささエール住宅、それからこどもすくすく住宅、そ

れから省エネ、再エネも、今年の10月から予算も多くつけていただいております。会員の

皆さんからも非常に問合せも多くありますし、消費者の皆さん、家電とかもそういうこ

と、補助金が出るということで販売をかけてるとこありますので、それのところも会員に

も周知するとともに、啓蒙、啓発に頑張って取り組んでいくつもりでございます。私ども

としては東京都住宅政策本部と連携、協力させていただいて、東京のまちづくりに一生懸

命協力して、頑張っていきたいと思いますんで、よろしくお願いしたいと思います。 

 要望については、継続的な要望がほとんどでございますけど、宮内のほうから説明させ

ていただきますんで、よろしくお願い申し上げます。 

○公益社団法人全日本不動産協会東京都本部（宮内理事） それでは、令和７年度東京都

予算等に対する要望についてご説明させていただきます。 

 今回の要望では、１、住環境の整備に関する要望、２、都市づくり・防災に関する要

望、そして３、中小不動産事業者へのセーフティネットに関する要望の３項目について要

望させていただいております。時間の関係から、１の住環境の整備に関する要望に絞って

ご説明させていただきます。 

 それでは、要望書の１ページをお開きください。１、住環境の整備に関する要望。 

 （１）住宅セーフティネット制度の普及促進に向けた支援についての要望になります。

これまでの当本部の要望を受け、都は様々な補助制度等を設けてきてはいるところです

が、専用住宅の登録についても、令和５年度末684戸で、６年度末は766戸と、82戸の増に

とどまるなど、利用状況が芳しくなく、都はさらに実効性が上がるように、普及しない理

由等を分析しているような状況です。今回も、昨年に引き続き制度普及促進のために貸主

にとっても賃貸住宅の経営者として制度を活用できるような魅力ある住宅セーフティネッ

ト制度にするように現場の声をしっかり伝えながら、普及啓発の強化等について要望する

ことにしました。 

 続きまして、（２）東京こどもすくすく住宅の供給促進に向けた支援についてになりま

す。都は、従前の認定制度を再構築した東京こどもすくすく住宅認定制度を昨年４月から

開始し、あわせて、認定住宅の整備費に対する都による直接補助制度を創設して、集合住

宅を対象に認定住宅の供給の促進を図っていることです。もとより、当本部では、社会貢

献事業として、より豊かなまちづくりを目指して、地域や行政の子育て支援活動に貢献し

てきていますので、これに併せて要望することになりました。認定を受けて、補助制度を

活用する取組が増えており、これまで対象となっていなかった戸建て住宅も対象とするな

ど、より多くの利用促進を求めて、都に要望するものです。 

 次は、（３）空き家の活用に向けた取組についてになります。５年に一度全国的に行わ

れる住宅・土地統計調査の速報が昨年６月に総務省から公表されたところです。これによ

ると、都内の空き家は依然として増え続けています。統計調査の結果を踏まえ、記載のと
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おり、要望することといたしました。抜本的に空き家を解消できるような施策はなかなか

難しいと認識しているところですが、空き家になることが想定される事例が多く見られる

ことから、空き家にしない、させない予防策を事前に用意するなど、空き家の利活用の助

成制度の新設を求めることといたしました。 

 ４番目は、既存住宅流通の活性化に向けた取組についてになります。もとより、既存住

宅の流通促進については、インスペクションを行い、多額のリフォーム工事を行っても必

ずしも適正に評価されず、売買価格も上がらない市場環境があることを踏まえ、その価値

が適正に反映されるように、都や都を通じて国や金融機関に対して市場形成を求めてきた

ところです。都は、昨年度から既存住宅を良質な住宅に改修して、適正な評価の下で流通

させる取組を行う民間事業者に対して、仕組みの構築費や改修費の一部を直接補助する既

存住宅流通促進民間支援事業を開始しております。 

 しかしながら、本事業の認知度不足や応募要件が複雑であることなどの課題があること

など、応募状況が低調なことから、要望のとおり、改めて既存住宅流通が普及、定着する

ような新たな取組について検討を求めたものです。 

 説明は以上になります。よろしくお願いいたします。 

○司会 どうもありがとうございました。 

 それでは、まず、知事からコメントをお願いいたします。 

○小池知事 何点かご要望がございました。私もこどもすくすく住宅、現場見に行って、

ベビーバギーが置きやすいとか、ベランダから転落事故が起きないようにという様々な工

夫がされていて、そういった住宅認定制度、この普及促進に努めているところでございま

すが、新築住宅だけでなくて、既存の住宅における取組、一層進める必要がございます。

ぜひオーナーとつながりが深い皆様方との理解とご協力が不可欠というふうに考えており

ます。おかげさまで、認定実績、着実に増えておりますので、引き続き皆様方協会と連携

して取り組んでまいりたいと考えております。また、住宅市場全体の取組の強化というこ

とから、子育てに適した住宅の普及が戸建ての住宅にも拡大するように制度の在り方も検

討してまいります。 

 それから、２つ目、私のほうから、空き家に関連してなんですけれども、高齢化が進行

することによって空き家のさらなる増加に対応する必要が出てきております。介護施設へ

の入居などに備えて、住まいの終活を呼びかける、そして活用希望者の橋渡しをするとい

うことが重要でございます。そこで、都としまして、「東京住まいの終活ガイドブック」

を発行しまして、広く周知を図るということ、そしてまた、家財をどう整理するかってい

うことも、結構これは重い話で、そちらへの支援も行っているところでございます。 

 また、ワンストップ相談窓口での様々な相談事例の情報などに活用しまして、空き家の

有効な活用に向けての積極的な取組を進めております。非常に東京は空き家が多いと。実

際に流通している部分と、それから廃屋に近い話、それからもっと生かせる部分などな

ど、空き家は魅力的な地域資源でございますので、そうやって資源へと生まれ変わる可能



各種団体からの東京都予算に対するヒアリング（令和6年12月16日）.doc 

19 
 

性がございますので、今後とも地域に密着して、不動産流通に取り組んでおられる皆様方

と連携しながら取り組んでいきたいと考えております。 

 その他ご要望については担当局のほうからお答えをさせていただきます。 

○司会 それでは、小笠原住宅政策本部長、お願いいたします。 

○住宅政策本部長 では、残りのご要望につきましては住宅政策本部のほうからお答えを

させていただきます。 

 東京都では、お話のあった東京ささエール住宅の専用住宅の登録を促進するため、昨年

度、令和５年度から貸主応援事業と居住支援法人等応援事業を始めております。補助事業

の活用促進には利用しやすい制度となるように不断に改善を図っていくことが必要である

と思っております。また、制度の普及啓発の強化も必要と考えております。引き続き、現

場の実態を熟知しておられる皆様方協会、そして地元自治体や各居住支援協議会とも連携

を図りながら、多くの貸主の皆様に利用していただけるように取り組んでまいりたいと考

えております。 

 続いて、既存住宅流通の活性化でございますが、既存住宅流通促進のために民間事業者

の先導的な取組への補助を行っているところでございます。こうした取組を都内全域に広

く普及させるためには不動産取引の最前線で取り組まれている皆様方協会のご理解、ご協

力が不可欠でございまして、引き続き連携して、取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 また、補助制度の応募要件等については、これまでも改善を図ってきたところではござ

いますけれども、今後とも皆様のご意見を賜りながら、より使いやすい制度となるように

取り組んでまいります。併せて、建物評価手法のさらなる活用促進ですとか税制優遇措置

の拡充などにつきましても、これ、既に国にも要望しているところでございますが、引き

続き要望してまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○司会 特にお話をいただいた点につきまして、東京都としてコメントをさせていただき

ました。 

 その他もご要望頂戴しております。これも併せまして具体的には来年度の予算編成の中

で検討してまいりたいというふうに考えてございます。以上でございます。 

 よろしゅうございますでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、これをもちましてヒアリングを終了とさせていただきます。本日は誠にあり

がとうございました。 

（公益社団法人全日本不動産協会東京都本部 退室） 

○司会 続きまして、東京都中小建設業協会の皆様でいらっしゃいます。 

（一般社団法人東京都中小建設業協会 入室） 

○司会 ありがとうございます。係員がご案内させていただきます。お席にお進みいただ

きますようお願いいたします。 

 それでは、早速ではございますが、これよりヒアリングと意見交換を始めさせていただ
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きます。 

 冒頭、知事から一言お願いいたします。 

○小池知事 中小建設業協会の皆様方には、この季節になりまして、お越しいただきまし

た。日頃からの都政へのご協力、誠にありがとうございます。また、地域社会を支えるイ

ンフラの整備に加えまして、地域の安全を守っていくための防災活動や、また、人材育成

など、ご尽力いただいております。 

 2024年問題のど真ん中に入ってきてる現状でございますが、皆様方の現場のお声など聞

かせていただき、また、都政へのご要望を伺いたいと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○司会 それでは、都政へのご要望、ぜひともお聞かせいただきますようお願いいたしま

す。 

○一般社団法人東京都中小建設業協会（渡邊会長） 東京都中小建設業協会でございま

す。 

 東京都におきましては、小池知事はじめ幹部の皆様方にご指導賜りましてありがとうご

ざいます。また、本日、こういう貴重なお時間を頂戴しましてありがとうございます。 

 今、知事からお話がありましたように、東京都の安心安全、防災等に併せて、我々業

界、一丸となってこれからもまた努力をしていきたいと思います。 

 今日は、それに先立ちまして、要望ということで、限られた時間でございますので、こ

れから早速、お話をさせていただきたいと思います。 

 皆様方の資料には８つの項目について作らせていただいておりますけど、公共事業費の

確保、高騰する建築資材価格等への対応、それから働き方改革、それから災害防止対策の

推進、それから、若手人材の確保・育成、共同企業体工事におけるＪＶの義務化、それか

ら建設業における脱炭素・資源循環の取組について、それから東京都さんが今、実施され

てますカスタマーハラスメント防止条例の適切な運用についてということで、８つで上げ

させていただいてますけど、今日はその中で、限られた時間でございますので、大きく分

けて私のほうから２つちょっとお話をさせていただきます。 

 １件目は、公共工事費の確保と予算の執行についてということで、昨今の東京都さんの

公共投資は大型施設に予算を投じている流れがございますけれども、中小企業が受注でき

る維持工事、施設工事への予算配分をお願いいたします。また、予算執行につきまして

は、国では各工事事務所で工事費の予算執行率を公表していただいております。東京都様

でも、各部局での工事事務所ごとの予算執行率をぜひご公表いただきますようお願いを申

し上げますっていうことが１点目の要望でございます。 

 それから、２番目が、高騰する建設資材価格等への対応についてということで、設計価

格と実勢価格との乖離の解消としてスライド条項で対応していただいてるところでござい

ますけれども、設計価格、積算価格と実勢価格があまりにも離れているというのが現状で

もございます。現在でも生コンの購入価格は設計価格に対して約５％高く、来年の４月以



各種団体からの東京都予算に対するヒアリング（令和6年12月16日）.doc 

21 
 

降は現在の購入価格から約８％の値上げを行うとのことです。また、アスファルト合材に

ついては約10％の値上げをすると業者からも聞いております。 

 また、このような資材高騰によって、価格の合わない工事は入札不調になっておりま

す。令和６年改正の担い手３法のうち建設業法では、標準労務費の確保と行き渡りと、建

設業者による処遇確保及び資材高騰分等の転嫁の円滑化などについて政府が発表しており

ます。その中でも、新規制として、公共工事における原価割れ契約の禁止と見積書での著

しい、低い労務費等の禁止について、これは請負者だけでなく、発注者である東京都様も

国から勧告処分の対象になると思われますので、ぜひご配慮のほどをよろしくお願いを申

します。東京都独自の実勢価格での積算とスライド条項による変更をご検討くださいとい

うことで、これが２点目でございます。 

○一般社団法人東京都中小建設業協会（朝倉副会長） 私のほうからは、それでは、働き

方改革の推進ということでちょっとお話しさせていただきます。 

 今日は貴重な時間をありがとうございます。東京都中小建設業協会副会長の朝倉でござ

います。 

 去年の４月以降、完全週休２日を実施しておりますが、国土交通省が補正している積算

価格に対する補正率では、現状、政府が言っている賃金アップには程遠い補正率です。建

設資材高騰と週休２日実施をすることで工事期間が延長され、工事管理費なども増加する

ため、現場で働く技術者に対し、休みは増えていても、給料に対する処遇改善はできてい

ない状況です。建設資材と同様に、東京都独自の補正率をご検討していただきたいと思い

ます。協会といたしましては、1.2から1.3倍ぐらい予定しておりますので、その辺も考え

ていただきたいなというふうに思います。 

 また、工事書類と検査書類の削減についてでございます。昨年、財務局はじめ建設局、

技術管理課さんと東京都建設業協会及び我々協会と書類削減委員会で提出書類の簡素化が

かなり進んで、大変感謝しております。本当にありがとうございます。しかしながら、ま

だまだ打合せをしていますと、簡素化できるものはかなりございますので、引き続き簡素

化のほどをよろしくお願いいたします。また、建設局以外の部局においても、財務局と建

設局が実施している検査書類、また、提出書類の簡素化を知事の力強い行動力でぜひ水平

展開をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。この書類の削減は

受発注者の建設業で働く若者が離職しないために必要不可欠な問題だと私たち思っており

ますので、ぜひよろしくお願いします。以上です。 

○一般社団法人東京都中小建設業協会（渡邊会長） 以上です。 

○司会 どうもありがとうございました。 

 それでは、まず、知事からコメントをお願いいたします。 

○小池知事 何点かのご要望いただきました。 

 私のほうからは、まず、都市基盤の整備でございますけれども、都民の安心安全の確保

や、また、東京の持続的な発展のために都市基盤の整備、重要でございます。６年度の予
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算で強靱な首都東京の実現に向けました取組、また、都民の暮らしを支える社会資本スト

ックの維持・更新など必要な経費も計上したところでございます。これからも限られた財

源を有効に活用する、そして都市基盤の整備を着実に進めてまいります。まず、都の基本

の考え方でございます。 

 その他のご要望、幾つかございましたので、担当局のほうからお答えさせていただきま

す。 

○財務局長 それでは、私のほうからお話をさせていただきます。 

 改めまして、財務局の山下でございます。日頃より大変お世話になっております。 

 まず、高騰する建設資材価格などへの対応についてでございますが、東京都では、皆様

ご案内のとおり、国の積算基準に準じて工事の単価を定めているところでございますが、

そうした中で、材料単価につきましては、近年の市場動向を踏まえまして、毎月改正をし

ているところでございます。お話の国の動向もございますので、引き続き市場の取引価格

が反映されるように私どもとしても丁寧に取り組んでまいりたいというふうに考えてござ

います。 

 それから、現下のような物価が高騰する局面でございますので、やはりスライド条項を

適切に運用していくことが非常に重要であるというふうに考えてございます。制度を所管

する私ども財務局としましては、庁内の契約ですとか工事の部門に対しましてその旨、改

めて周知の徹底をしてまいりたいというふうに思ってございます。また、スライド条項を

はじめとした工事の変更ですが、これ、やはり工事内容に精通をしている監督部署で行う

ということが適切であるというふうに考えております。いずれにしましても、事業者の皆

様からの請求については適切に対応していくことが肝要であるというふうに考えておりま

すので、今後とも丁寧に対応してまいりたいというふうに思っております。 

 それから、働き方改革についてお話を頂戴しました。 

 まず、週休２日工事の実施に伴う労務費の補正、あるいは現場管理費については、もう

これもご案内のとおり、都では国に準じた形で行わさせていただいております。今、お話

も頂戴しておりますので、現下の状況を踏まえて、国の動向なども見据えながら、適切に

対応してまいりたいというふうに思っております。 

 それから、工事書類につきまして、これも皆様協会と協力をして、様式に関する基準の

改定に取り組んでまいりましたが、やはりこうした時代でございますので、引き続き書類

の削減、そして簡素化に向けて取り組んでまいりたいというふうに思っておりますし、お

話も頂戴しましたので、庁内に改めてその周知徹底を図ってまいりたいというふうに考え

てございます。 

 特にお話をいただいた点については今、コメントをさせていただきましたが、その他に

つきましてもご要望を頂戴しておりますので、引き続き、皆様協会と私どもの中でお話を

させていただいて、制度の改善に取り組んでまいりたいというふうに考えております。以

上でございます。 



各種団体からの東京都予算に対するヒアリング（令和6年12月16日）.doc 

23 
 

○一般社団法人東京都中小建設業協会（渡邊会長） ありがとうございます。今、大変力

強いお言葉頂戴しましたんで、そのことに向かって私どもも都民のため、東京都さんのた

めに、また、災害防止のために一生懸命努めていきたいというふうに思ってます。 

 現実には１月に起きた石川県の地震を含めて、私どもも常に東京でもしそういう状況が

起きたらどういう状況になるのかということのシミュレーションというか、シミュレート

をしていて、何をすべきなのかっていうようなこともいろいろ考えてはおりますけれど

も、東京都さんからも遊休地に置く重機に対するＧＰＳの問題とか、いろんなことのお問

合せもいただいております。そういうことも含めて、そういう災害時に備えての改善とい

うことを我々もしていきたいというふうにも思ってます。 

 ただ、今のスライドで、財務局長からお話がありましたように、東京都さんにもいろい

ろご配慮いただいてるんですけど、ちょっと私たち自身も今の資材の高騰というか、労務

費のことですね、これ、本当に著しい状況になっていて、私どももつかみ切れてないとい

うような状況、日々上がってるというような状況もございます。東京都さんの工事でも不

調になってる工事もありますし、都営住宅みたいな形で、スタンダードなもので市場があ

まりにも建築費が高くなっていて、市場の民間建築も今、なかなか実施ができないという

ことで、案件はあるんだけど価格が合わないというような、そういう状況が市場で起きて

おりますので、基本的にはどういうところが落ちどころになるのか分かりませんけれど

も、やはり私たちもそうですし、ぜひ東京都さんにも特に労務費による実勢調査っていう

か、その状況っていうのをいろいろ調べていただいて、便乗値上げということのないよう

に、これは我々の業界の話で大変申し訳ないんですけど、サブコンさんによる便乗値上げ

的なものもあります。あとは、土日の工事ができないということも含めて、やはりコンク

リート業種の、月曜日から金曜日までということで、今までよりもなお一層コンクリート

の予約が取れないとか、そういうことで、逆に言うと、東京都さんとの契約を結んでる工

期の中でなかなか工事を仕上げていくっていうことも難しい、そういう状況もこれから出

てくるのかなというようなことで、いろいろ我々業界が抱えてる問題は山積をしておりま

すけれども、我々も前向きに一歩ずつやれることから努めてまいりたいと思いますんで、

ぜひ今後とも東京都さんのご指導、ご鞭撻賜りますことをお願い申し上げて、私どもの要

望とさせていただきたいと思います。 

 私どもとしては以上でございます。 

○司会 どうもありがとうございました。 

 それでは、これをもちましてヒアリングを終了とさせていただきます。本日は誠にあり

がとうございました。 

（一般社団法人東京都中小建設業協会 退室） 

 


